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convergentcloudbandについて

　「天気」の1992年4月号に掲戴された私の「収束雲

帯についてのコメント」に関連して，同年10月号の「天

気」に岡林俊雄氏が一文を寄せている．興味深く拝見

したが，岡林氏の文は私からの再コメントを必要とす

るものではないし，私のいいたいことは先のコメント

でつきている．ただ先のコメントでは，過去20年近く

使われてきたconvergent　cloudbandという言葉は，

収束帯で発生する雲帯の略語としての収束雲帯を表現

していないということを，いいたかったのだけれど、

説明をしなかったので，この言葉が上記の岡林氏の文

にも現われている．それでこれについてだけ述べさせ

ていただきたい．

　手許にあるWebsterの辞書によれば，convergeと

はto　tend　to　come　together　at　a　pointであり，

covergentはconvergingortendingtoconvergeであ

る．だから，例えばconvergentflowという言葉はよ

く使われる．そうするとconvergent　cloudbandから

は，どんな雲帯のパターンがイメージされるだろう．

　いま問題にしている雲帯は，特定の地域，特定の季

節に出現するから，地域の名をとるとか，最初にiden－

tifyした人の名をとって呼ぶのが普通だと思う．コロ

ラド州のデンバー市付近でよく発生するDenver　vor－

texあるいはDenver　cycloneに関連して，Harada

vortexという言葉をみたことがある．原田渦を夜問渦

とか境界層内渦とか呼んだら物議をかもしただろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小倉義光）

第13回海洋工学シンポジウム

ー海洋のリアルタイムモニタリングー

1．日時：1993年4月5日（月）9：00～17：00

2．場所：学士会館本館

　　　　　千代田区神田錦町3－28

　　　　　電話03－3292－5931

3．主催：海洋工学コンファレンス

4．内容：主テーマ「海洋のリアルタイムモニタリン

　　　　　グ」

5．参加費：」般3，000円　学生2，500円（要旨集含む）

6．連絡先

懇親会参加費5，000円程度

参加自由

〒424清水市折戸3－20－1

東海大学海洋学部海洋工学科内

海洋工学コンファレンス事務局

千賀康弘

Pholle　O543－34－0411　Ext．3424

FAX　O543－35－4155
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